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資料１



1

小学校教員の養成の見直し（案）について

1. 「各教科の指導法」 「教科に関する専門的事項」について、

学校教育法施行規則に定める各学校種の学習指導要領に即し、指導法と専門的事項を一体
的に学ぶこととし、小学校全教科（国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体
育、外国語）の指導法それぞれ１単位を必修とする。

2. 幼児教育作業部会の検討状況と合わせる形で「教育課程の意義及び編成の方法」に校種間の
接続を含めることとする。

3. 幼稚園または小学校の教職課程設置の要件として教職課程認定基準に定める「教員養成を主
たる目的とする学部学科」、「特定分野に強みや専門性を持つ学科等に係る特例」「専科指導
優先実施教科に対応した小学校教員養成に係る特例」の現状をふまえつつ、制度改正後の「
強み専門性」の審査との対応関係について引き続き検討する。

4. 中学校又は高等学校の教諭の免許状を有する者は、その免許状に係る教科に相当する教科
について、小学校において教授又は実習を担任することができるという専科指導の現状をふま
えつつ、小学校専科免許の在り方について引き続き検討する。



教科及び教職に
関する科目

各科目に含めることが必要な事項
一
種
免

二
種
免

教科及び教科の
指導法に関する
科目

教科に関する専門的事項

30 16各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）
一種免は１単位×１０教科、二種免は音楽、図画工作、
体育から２教科以上を含み１単位×６教科

教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10 6

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運
営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する
理解 １単位

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

道徳の理論及び指導法 一種免２単位、二種免１単位

10 6

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 １単位

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育実践に関す
る科目

教育実習（学校体験活動を含む 上限２単位） 5 5

教職実践演習 2 2

大学が独自に設定する科目 2 2

計 59 37

教科及び教職
に関する科目

各科目に含めることが必要な事項
単
位
数

教科指導等に
関する科目

• 教科及び教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）１０教科×１単位

• 道徳の理論及び指導法 １単位
• 総合的な学習の時間の指導法
• 特別活動の指導法
• 教育の方法及び情報通信技術
• 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・

マネジメント及び校種間の接続を含む。）

18

教育及び幼児、
児童又は生徒
の理解に関す
る科目

• 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
• 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学

校運営への対応を含む。）
• 教師としての適応力・回復力・自己管理能力の育

成
• 教育に関する社会的、制度的及び経営的事項（教

育法規を含む。）
• 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
• 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対

する理解 ２単位
• 教育における多様性の包摂
• 生徒指導の理論及び方法
• 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識

を含む。）の理論及び方法
• 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
• 教育データの活用及び人工知能

12

教育実習
教育実習（学校体験活動と特別支援学校（学級）での
実習を含む 上限２単位）

5

教職実践演習 教職実践演習 2

計 37

＜小学校＞現行 見直し（案）

2

強み専門性に係る内容（20単位）を学修し合
計で57単位

小学校教員の養成の見直し（案）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

